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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
内
の
接
種
実
施
医

療
機
関
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
対
象
者

　

過
去
に
同
じ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

履
歴
が
な
く
、
本
町
に
住
民
票
を

有
す
る
次
の
対
象
年
齢
の
方

・
65
歳
（
昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
70
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
75
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
80
歳
（
昭
和
15
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
85
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
90
歳
（
昭
和
５
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
95
歳
（
大
正
14
年
４
月
２
日
〜
大

　

正
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
１
０
０
歳
（
大
正
９
年
４
月
２
日

　

〜
大
正
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　

方
）

▼
接
種
期
限

　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

▼
接
種
回
数

　

１
人
に
つ
き
１
回

▼
接
種
料
金

・
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

　

４
０
８
０
円

・
町
外
の
契
約
医
療
機
関

　

４
２
８
０
円

▼
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・
桃
崎
整
形
外
科

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
１
１
１

※ 

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
推
進
課
（
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

令
和
３
年
度
保
育
所
入
所
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年

３
月
の
間
に
保
育
所
へ
入
所
を
希

望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

11
月
30
日
（
月
）
〜
12
月
４
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

受
付
時
に
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

窓
口
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
事

前
予
約
制
と
し
ま
す
。
ま
た
、

申
込
書
は
必
ず
記
入
の
上
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
面
談
の
事
前
予
約
受
付

　

11
月
13
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

※ 

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

く
※
町
住
民
生
活
課
子
ど
も
支
援
係

　
（
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３
）

　

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
入
所
基
準

　

本
町
に
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と

・
就
労
ま
た
は
就
労
予
定

・
妊
娠
、
出
産

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

・ 

同
居
ま
た
は
、
長
期
入
院
な
ど

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧
作
業
に
従
事

・
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
就

　

業
訓
練
を
含
み
ま
す
）

▼
申
込
書
の
請
求
先

●
町
住
民
生
活
課

●
各
保
育
所

・
甲
佐
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
８
６

・
若
草
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
３

・
竜
野
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
５
１
９

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（９月分）
tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式サイト

をご覧ください。

URL https://www.town.kosa/lg.jp/
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・
乙
女
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
９
４
７

・
緑
川
保
育
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
８
９

※ 

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
、

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

令

和

３

年

甲

佐

町

成

人

式

の

ご

案

内

　

町
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

新
た
な
門
出
を
祝
福
し
て
「
甲
佐

町
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）
午

前
10
時
〜

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
（
予
定
）

▼
対
象

　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
現
在
甲

佐
町
に
在
住
し
て
い
る
方
ま
た
は

甲
佐
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

▼
開
催
の
ご
案
内

　

対
象
者
に
は
11
月
上
旬
に
開
催

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
が
届

か
な
い
場
合
は
、
町
社
会
教
育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
開
催
の

中
止
や
式
典
内
容
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

【
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
】
妊
娠
中
の

女
性
労
働
者
が
い
る
事
業
者
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
と

し
て
休
業
が
必
要
と
さ
れ
た
妊
娠

中
の
女
性
労
働
者
が
、
安
心
し
て

休
暇
を
取
得
し
て
出
産
し
、
出
産

後
も
継
続
し
て
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
正
規
雇

用
・
非
正
規
雇
用
を
問
わ
ず
、
妊

娠
中
の
女
性
労
働
者
に
有
給
の
休

暇
（
年
次
有
給
休
暇
を
除
く
）
を

取
得
さ
せ
た
企
業
に
対
す
る
助
成

金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
に

つ
い
て
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
５
４

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

９月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

今回で甲佐町の石橋・眼鏡橋の

紹介も最後となります。

【大祇橋】（だいぎばし）

西寒野区に所在し、大祇神社前

を流れる宮園川に架かります。架

橋（かきょう）時期は不明です。

路面と上流側はコンクリートで覆

われており、下流側から石造りの

アーチが確認できます。

【やなの樋門】

　上豊内区に所在し、文化 14 年

（1817年）から天保３年（1832年）

頃に架橋。緑川から「やな場」へ

引き込まれる水路に架かり、町道

（上豊内大町線）として現在も利

用されています。石橋は「やな場」

側から確認できます。平成 14 年

に町の文化財に指定されました。

【トロッコ林道鉄橋】

甲佐の石橋番外編。広瀬区に所

在します。大正３年（1914年）か

ら昭和２年（1927年）に架橋。

旧熊本営林局貯木場 (現役場周

辺 )から旧砥用町内大臣の角上間

を結ぶ内大臣森林鉄道（トロッコ

道）で、木材を運搬。内大臣橋の

完成により、昭和39年（1964年）

に廃止となりました。

甲佐町の文化財探訪　～第 86回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「甲佐町の石橋（眼鏡橋）その３」 北里 義友 町文化財保護委員（津志田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

▲

※単位・㌔ 

▶
大
祇
橋

▶
や
な
の
樋
門

▶
ト
ロ
ッ
コ
林
道
鉄
橋
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Monthly Information

ｉ
農

業

者

年

金

に

加

入

し

ま

せ

ん

か

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事

す
る
方
が
ご
加
入
い
た
だ
け
る
年

金
制
度
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）」
の
年
金
で
、
保

険
料
は
自
由
に
選
べ
、
い
つ
で
も

見
直
し
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支

払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
で
生
活
の
安
定
を

考
え
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

　

20
〜
59
歳
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
、
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

※ 
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農

業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

▼
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
は
、
保
険
料
の
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
３
）

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
な
ぐ
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
な
ど
）、
性
的
虐
待
（
子
ど

も
へ
の
性
的
行
為
な
ど
）、
ネ
グ

レ
ク
ト
（
乳
幼
児
を
残
し
て
外
出

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
）、

心
理
的
虐
待
（
無
視
や
兄
弟
間
で

の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
、
泣
き
止
ま
な
い

と
、
い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
こ
と

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
し

か
し
、
泣
き
止
ま
な
い
か
ら
と

い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
、

頭
（
脳
や
網
膜
）
に
損
傷
を
受
け
、

重
い
障
害
が
残
っ
た
り
、
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
時

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
で

も
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
町
の
窓
口
へ
連

絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
3

　
　
（
内
線
１
０
９
）

・ 

町
健
康
推
進
課
（
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
県
中
央
児
童
相
談
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
５
１

・ 

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

イ
ヤ
ル

　

TEL
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・
芸
術 

教

室

を

動

画

配

信

　

県
で
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の

な
か
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
芸

術
・
文
化
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
ア
ー
ト

ラ
ー
ニ
ン
グ
in
新
し
い
生
活
様

式
」
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
文
化
芸
術
団
体
・

個
人
の
皆
さ
ん
に
企
画
し
て
い
た

だ
い
た
実
演
（
レ
ッ
ス
ン
）
の
模

令和２年度甲佐町駅伝大会を中止します
 Information

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、11月
22日（日）に開催を予定していた令和２年度甲佐
町駅伝大会および地区対抗体力つくり駅伝大会を
中止します。ご理解とご協力をお願いいたします。

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　

●少年柔道スクール

●卓球教室

●ノルディックウォーキングスクール

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●放課後自習室

　■お問い合わせ先

TEL

少年柔道スクール

野々口琉人さん（芝原区）

柔道がんばってます！

▼

昨
年
の
駅
伝
大
会
で
駆
け
出
す

　

各
チ
ー
ム
の
第
一
走
者
た
ち

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447
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Monthly Information

様
を
、YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

等
を
通
じ
て
配
信
し
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
秋
に
、
ご
自
宅

で
習
い
事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
「
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
で
検
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
５
４

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

熊

本

県

最

低

賃

金

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
働
く
す
べ

て
の
人
に
賃
金
の
最
低
額
を
保
証

す
る
制
度
で
す
。

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１

日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
９
3
円

※ 

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

ｒ
熊
本
で
就
職
す
る
あ
な
た
の

奨
学
金
返
還
を
サ
ポ
ー
ト

　

県
で
は
、
若
者
の
県
内
就
職
と

定
着
、
県
内
企
業
な
ど
の
将
来
の

中
核
を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
、

県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
て
、

県
内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金

返
還
や
赴
任
費
用
等
（
引
っ
越
し

代
や
交
通
費
な
ど
）
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、
令
和
４
年
度
就
職
者

を
対
象
に
、
制
度
に
参
加
す
る
県

内
企
業
（
参
加
企
業
）
や
制
度
の

利
用
を
希
望
す
る
若
者
（
登
録

者
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
就
職
・
奨
学
金
返

還
等
支
援
情
報
サ
イ
ト
「
く
ま
活

サ
ポ
ー
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
８

15
〜
49
歳
の
就
職
準
備 

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
15
〜
49
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
就
労
準
備
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
家
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
就
労
支
援
や
専
門
講
師

に
よ
る
就
労
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
な
ど
を
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
熊
本
市
東
区
栄
町

２
‐
15
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
５
‐
０
１
１
７

ｃ
子
ど
も
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
は

児

童

虐

待

で

す

　

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）

に
は
、
身
体
的
暴
力
・
精
神
的
暴

力
・
性
的
暴
力
・
経
済
的
暴
力
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を

振
る
っ
た
り
、
暴
言
を
吐
い
た
り

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
対
す
る

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
お
け
る
配
偶
者

と
は
、「
内
縁
関
係
」
や
「
生
活

の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際
相
手

（
同
棲
相
手
）」
も
含
み
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
一
度
収
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
て
も
、
繰
り
返
し
起
こ

る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
も
の
で

す
。

　

自
分
だ
け
が
我
慢
す
れ
ば
…
な

ど
と
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
熊
本

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
TEL
０
９

６
‐
３
８
１
‐
７
１
１
０
）
や
警

察
安
全
相
談
室
（
TEL
＃
９
１
１

０
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～11月～
 Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・高田　育典様　兵庫県

・米村　祐一様　神奈川県

・高橋　久人様　千葉県

　　　　　　　　　　 ほか

▶

 「井戸江峡万十」
こうさんもん No.7

▶
TEL

「マシュマロ」
こうさんもん No.8

▶
TEL

▶

URL

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

作
品
展
鑑
賞
を
通
し
て
文
化
の

　

秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

▶期　間　９月 14日（月）～ 11月 24 日（火）
▶主　催　甲佐町文化協会
▶展　示　甲墨会、緑石書道会、桑玉書道会など
　　　　　の会員作品を展示
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